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前田妃奈さんインタビュー第１位を受賞した第 18 回東京音楽コンクールの本選で、本公演と同様に角田マエストロ、日本フィルハーモニー交響楽団と共演されました。
今回の再会にあたってどのようなお気持ちですか︖
　　　　　　　　　　　コンクールの際は本当に暖かく一緒に演奏してくださり、憧れだったチャイコフスキーのコンチェルトを弾ききれたのは、誠実に向き合ってくださる角田マエストロと、
　　　　　　　　　　　　一緒に演奏を楽しんでくださる日本フィルハーモニー交響楽団の皆様のおかげだったなと、今でもつくづく思います。共演させていただいた方々と、時間を経てま
　　　　　　　　　　　　 た再会し、共演できることはとても嬉しくて、成長した姿をお見せできるよう精進しなければ…と気が引き締まります。

　　　　　　　　　　　　 前田さんにとって「サン=サーンス/ヴァイオリン協奏曲第3番」はどんな曲ですか︖
　　　　　　　　　　　  正直に言ってしまえば、小さい頃に取り組んだ時、指が回らなくて弾けずに諦めた曲です。細かい音符のところが 間に合わず断念してしまいました。ですが、
　　　　　　　　　　　　   少しは成長した今、もう一度この曲に向き合う機会をいただいて勉強してみると、難しいこと以上に厳しい部分と甘く優しい部分のコントラストが美しく、
　　　　　　　　　　　　　　   泣ける曲です。大好きな曲になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         11/23(火・祝)フレッシュ名曲コンサートを聴きに来られるお客様に一言お願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　   演奏会に行ったり外に出る機会が減ってしまっている今、ご来場いただくお客様には本当に感謝してもしきれません。どうか皆様
　　　　　　　　　　　　　　　　     お元気で、もちろん私も共演者の皆様もみんなが元気で、この日を迎えられるように願いつつ、練習に励みたいと思います♪


